
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

出水市 4,277,000 4,277,000
市総事業費
4,834,000

4

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

出水総合医療センター施設
設備更新事業

出水市 7,849,000 7,849,000
市総事業費
9,828,000

3

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道西大野原西町線舗装工
事

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道上村掛腰線舗装工事 出水市 22,128,000 22,128,000
市総事業費
25,495,000

2

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道新蔵鹿島線舗装工事 出水市 19,775,000 19,775,000
市総事業費
21,935,000

交付金事業に要
した経費

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
第二次出水市総合計画基本計画の目標年度の翌年に評価を実施。

単位

市道改良済延長
L=443km

交付金事業実施場所 出水市平和町地内

交付金事業の概要

市道上村掛腰線は、県道沖田新蔵線と市道掛腰線を結ぶ2級市道で、住民の生活に密着した生活道路である
とともに、周辺には緑化樹生産地、養鶏場、食品加工工場及び工業製品生産工場等が多く、産業団地化し
ている地域に位置しています。
そのため、大型車の通行も多く路面のクラック及び沈下が発生していることから、交付金事業を活用し、
舗装の維持補修工事を行い、快適な生活関連道路を維持します。
　アスファルト舗装工　L=307m  W=6.3～6.5m  A=1,960㎡

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～平成34年度）
  第2章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　第2節　道路・港湾・交通ネットワークの充実
　　　3　生活関連道路の整備
　　　　・狭あいな区間の拡幅改良及び雨水排水対策として側溝未整備区間の整備を図るとともに、
　　　　老朽化した路面の更新等に努めます。
　　　市道改良済延長　現状：437km（平成29年度）
　　　　　　　　　　　目標：443km（平成34年度）

事業開始年度

成果目標 成果指標
第二次出水市総合計画基本計画の終期まで事業期間の設定理由

達成度

km
km
％

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市

舗装が整備され
た道路実延長の

計
443

評価年度 平成35年度
成果実績
目標値

平成30年度 事業終了（予定）年度 平成34年度

措置名 交付金事業の名称
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道上村掛腰線舗装工事



総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

平成28年度単位
活動実績
活動見込

本交付金の活用により、市道舗装の維持補修工事をすることができました。
これにより、本道路の改良が307ｍ延長され、道路の適正な管理及び道路通行の安全確保、住民生活の生活
環境の改善が図られました。
引き続き、道路整備に取組み、地域住民の利便性向上並びに福祉の向上を図ることを継続する予定です。
「市道改良済延長」については、平成35年度に改めて達成度合いを測定予定です。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

平成30年度 備　考

0

- - 307
- - 307

平成28年度 平成29年度

達成度

活動指標
ｍ
ｍ
％

交付金事業の活動指標
及び活動実績

平成30年度平成29年度

0 0 25,495,000

- - 100.0%

市道上村掛腰線の補修延
長

交付金事業の総事業費
等

有限会社ツジケン 25,495,000

22,128,000

0

22,128,000

0

0

0

0

0

交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

出水市道路河川課

出水市道路河川課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 一般競争入札



番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道新蔵鹿島線舗装工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市
交付金事業実施場所 出水市平和町地内

交付金事業の概要

市道新蔵鹿島線は、国道3号と市道上村特攻碑前線を結ぶ1級市道で、住民の生活に密着した生活道路であ
るとともに、沿線には食品加工工場、工業製品生産工場等が多く、周辺には養鶏場もある産業団地化して
いる地域に位置しています。
そのため、大型車の通行も多く路面のクラック及び沈下が発生していることから、交付金事業を活用し、
舗装の維持補修工事を行い、快適な生活関連道路を維持します。
　アスファルト舗装工　L=200m  W=7.4m  A=1,480㎡　自由勾配側溝L=31m

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～平成34年度）
  第2章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　第2節　道路・港湾・交通ネットワークの充実
　　　3　生活関連道路の整備
　　　　・狭あいな区間の拡幅改良及び雨水排水対策として側溝未整備区間の整備を図るとともに、
　　　　老朽化した路面の更新等に努めます。
　　　市道改良済延長　現状：437km（平成29年度）
　　　　　　　　　　　目標：443km（平成34年度）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成34年度

事業期間の設定理由 第二次出水市総合計画基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成35年度

市道改良済延長
L=443km

舗装が整備され
た道路実延長の

計

成果実績 km
目標値 km 443
達成度 ％

評価年度の設定理由
第二次出水市総合計画基本計画の目標年度の翌年に評価を実施。



交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、市道舗装の維持補修工事をすることができました。
これにより、本道路の改良が200ｍ延長され、道路の適正な管理及び道路通行の安全確保、住民生活の生活
環境の改善が図られました。
引き続き、道路整備に取組み、地域住民の利便性向上並びに福祉の向上を図ることを継続する予定です。
「市道改良済延長」については、平成35年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

市道新蔵鹿島線の補修延
長

活動実績 ｍ - - 200
活動見込 ｍ - - 200
達成度 ％ - - 100.0%

交付金事業の総事業費
等

平成28年度 平成29年度 平成30年度 備　考

総事業費 0 0 21,935,000

交付金充当額 0 0 19,775,000

うち文部科学省分 0 0 0

うち経済産業省分 0 0 19,775,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 一般競争入札 株式会社小田原建設 21,935,000

交付金事業の担当課室 出水市道路河川課

交付金事業の評価課室 出水市道路河川課



番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道西大野原西町線舗装工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市
交付金事業実施場所 出水市西出水町地内

交付金事業の概要

市道西大野原西町線は、県道荘上鯖渕線と市道八幡花立線を結ぶ2級市道で、周辺部には小学校や高等学校
等があることから通学路としても利用されています。
そのため、交通量も多く路面のクラック及び沈下が発生していることから、交付金事業を活用し、舗装の
維持補修工事を行い、快適な生活関連道路を維持します。
　アスファルト舗装工　L=172m  W=4.80～5.65m  A=943㎡

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～平成34年度）
  第2章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　第2節　道路・港湾・交通ネットワークの充実
　　　3　生活関連道路の整備
　　　　・狭あいな区間の拡幅改良及び雨水排水対策として側溝未整備区間の整備を図るとともに、
　　　　老朽化した路面の更新等に努めます。
　　　市道改良済延長　現状：437km（平成29年度）
　　　　　　　　　　　目標：443km（平成34年度）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成34年度

事業期間の設定理由 第二次出水市総合計画基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成35年度

市道改良済延長
L=443km

舗装が整備され
た道路実延長の

計

成果実績 km
目標値 km 443
達成度 ％

評価年度の設定理由
第二次出水市総合計画基本計画の目標年度の翌年に評価を実施。



交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、市道舗装の維持補修工事をすることができました。
これにより、本道路の改良が172ｍ延長され、道路の適正な管理及び道路通行の安全確保、住民生活の生活
環境の改善が図られました。
引き続き、道路整備に取組み、地域住民の利便性向上並びに福祉の向上を図ることを継続する予定です。
「市道改良済延長」については、平成35年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

市道西大野原西町線の補
修延長

活動実績 ｍ - 220 172
活動見込 ｍ - 220 172
達成度 ％ - 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業費
等

平成28年度 平成29年度 平成30年度 備　考

総事業費 0 5,940,000 4,834,000

交付金充当額 0 5,827,000 4,277,000

うち文部科学省分 0 0 0

うち経済産業省分 0 5,827,000 4,277,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 株式会社井島建設 4,834,000

交付金事業の担当課室 出水市道路河川課

交付金事業の評価課室 出水市道路河川課



番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水総合医療センター施設設備更新事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市
交付金事業実施場所 出水市明神町地内

交付金事業の概要

出水総合医療センターは、市の基幹的な医療施設として利用されていますが、建設から20年以上経過し、
施設・設備の劣化等が見られます。
　その中でも、全館で5基あるエレベーター設備のうち、南館に設置されている4号機については、老朽化
に伴う不具合や部品供給終了が予定されているなど、運営に支障をきたしています。
そのため、交付金事業を活用し、当該設備の更新を行い、医療体制の充実を図ります。
　エレベーター設備　1台
　巻上機、制御盤、かご操作盤、全階乗場ボタン、主ロープ、制御ケーブル、戸開走行保護装置の更新
　［仕様］
　速度：45m/min　　容量：1,000kg(14名)
　制御方式：インバーター制御方式　操作方式：寝台用乗合全自動運転方式

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～平成34年度）
  第3章　子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり
　　第１節　健康づくり対策と医療体制の充実
　　　3　医療供給体制の充実
　　　　・市民に医療を受ける機会を安定的に提供していく役割を果たすために、地域の民間医療で
　　　　対応困難な急性期患者を中心とした医療の提供に努めます。
　目標：入院・外来診療全般に関する満足度　現状　91％（平成29年度）
　目標：96％（平成30年度）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成31年度

入院・外来患者
満足度 96%（ア

ンケート）

入院・外来患者満足
度：（非常に満足＋
やや満足）÷入院・
外来患者数×100

成果実績 ％
目標値 ％ 96
達成度 ％

評価年度の設定理由
更新年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。



交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化に伴う不具合が増えて利用に支障をきたしていたエレベーター設備1台を更
新することができました。
これにより、当該エレベーターの安定的な運用が確保され、施設利用者の安全確保と利便性向上が図られ
ました。
引き続き、利用者ニーズを踏まえ、市の基幹的な医療施設として、市民の満足する医療体制の充実に努め
ます。
「入院・外来患者満足度」については、平成31年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

エレベーター施設の更新
活動実績 台 - - 1
活動見込 台 - - 1
達成度 ％ - - 100.0%

交付金事業の総事業費
等

平成28年度 平成29年度 平成30年度 備　考

総事業費 0 0 9,828,000

交付金充当額 0 0 7,849,000

うち文部科学省分 0 0 0

施設整備 随意契約
三菱電機ビルテクノサービ

ス株式会社九州支社
9,828,000

交付金事業の担当課室 出水総合医療センター経営企画課

交付金事業の評価課室 出水総合医療センター経営企画課

うち経済産業省分 0 0 7,849,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額


